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残
暑
厳
し
い
中
に
も
、
さ
わ
や
か
な
日
差
し
に
秋
の
気
配
が
感
じ

ら
れ
る
9
月
18
日
（
月
・
祝
）
公
民
館
体
育
館
に
お
い
て
区
長
協
議

会
主
催
の
自
由
が
丘
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
意
識
し
て
開
催
準
備
し
ま
し
た
が
、
台
風
の

影
響
で
中
止
に
な
り
、
今
年
は
実
に
4
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
対
象
者

と
な
る
75
歳
以
上
の
方
の
う
ち
100
名
余
り
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
や
児
童
達
の
楽
し
い
歌
や
踊
り
、
和
太
鼓
の
心
地
よ
い
響
き
、

心
温
ま
る
作
文
朗
読
、
自
由
が
丘
中
学
校
の
吹
奏
楽
で
は
迫
力
あ
る

演
奏
に
ア
ン
コ
ー
ル
が
飛
び
出
す
な
ど
出
席
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
会

場
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
演
し
て
く
れ
た
自
由
が
丘
幼
稚
園
、
ひ
ろ
の
認
定
こ
ど
も
園
、

自
由
が
丘
小
学
校
、
自
由
が
丘
東
小
学
校
、
自
由
が
丘
中
学
校
の
皆

さ
ん
、
指
導
の
先
生
方
、
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
た
自
治
会
役
員
の

皆
様
、
公
民
館
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
由
が
丘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

町
内
を
自
分
の
足
で
歩
い
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
町
を
知
り
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

季
節
を
問
わ
ず
、
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
手
軽
に
で
き
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
お
互
い

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
仲
間
の
輪
を
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

月
　
　
日　

令
和
5
年
11
月
12
日
（
日
）（
雨
天
中
止
）

　
　
　
　
　

※�

雨
天
中
止
の
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
当
日
の
午

前
7
時
30
分
過
ぎ
に
各
集
会
所
の
玄
関
に
実
施
の

可
否
に
つ
い
て
掲
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

ま
た
、
自
由
が
丘
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
・
ゴ
ー
ル
場
所　

自
由
が
丘
公
民
館

受
付
時
間　

8
時
00
分
～
9
時
30
分

　
　
　
　
　

開
会
式
8
時
30
分
・
ス
タ
ー
ト
8
時
45
分
～

ゴ
ー
ル
受
付
終
了　

11
時
45
分

内
　
　
容　

◦
自
由
が
丘
町
内
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

�

町
内
の
自
治
会
館
・
集
会
所
等
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
設
定
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　

�

11
時
45
分
ま
で
に
ゴ
ー
ル
し
な
い
と
賞
品
は
も
ら

え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

�

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
お
も
て
な
し
は
、
各
自

治
会
等
の
ご
厚
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
不
足
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◦
完
歩
賞
・
あ
と
一
歩
賞
の
贈
呈

　
　
　
　
　

◦
お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
　
　
　
　

�

11
時
45
分
か
ら
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
体
育
館
は

土
足
禁
止
で
す
の
で
靴
袋
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象　

�

自
由
が
丘
在
住
の
方
で
、
10
㎞

程
度
歩
け
る
方
。
但
し
小
学
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
。

主
　
　
催　

�

自
由
が
丘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ　

自
由
が
丘
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
（
８
５ｰ

４
７
０
０
）

自由が丘の人口
令和 5年 9月末現在（前月比）

　人　口　15,678（+6）
　　男　　 7,478
　　女　　　8,200
　世帯数  　7,338（+5）

ご
案
内

　　   ご長寿ご長寿

　  　  いつまでもお元気で！いつまでもお元気で！
自由が丘地区の75歳以上3,307名（2023年4月1日現在）

祝祝

自
由
が
丘
を
探
訪
し
よ
う
！

未
知
な
る
発
見
が
あ
る
か
も
！？

ダンス
自由が丘東小学校

うたとダンス
自由が丘幼稚園

自由が丘中学校　吹奏楽部
和太鼓演奏

ひろの認定こども園

招待客の皆さん
歌唱

自由が丘小学校
自由が丘東小学校2年
川端　真央　さん

自由が丘小学校2年
山　丈一郎　さん

作文朗読

主催者挨拶　鷲尾会長 来賓挨拶　仲田市長

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形



不動産売買・賃貸・仲介は
当社へご相談下さい !

グループ会社
センチュリー三木ゴルフ株式会社
ワ ン ネ ス 株 式 会 社
F u t u r e N o w 株 式 会 社

地域と共に未来を創る
不動産総合プロデュース

西村興産株式会社
TEL　0794-85-1177㈹

FAX  0794-85-1414    メール info@nishimura-kosan.jp
兵庫県三木市志染町青山３丁目１４-３

HP  http://www.nishimura-kosan.jp
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　17世紀頃、フランスでは理容師が外科医を兼ねていました。散髪
屋さんの青赤白（血管、血液、包帯の色などの説あり）のサインボｰ
ルはその名残りと言われています。近代外科の歩みは、1686 年に、
ルイ 14世の痔瘻の治療を外科医が成功し、その地位を確立、独立し
たことが第一歩です。手術は無麻酔で行われ、国王は術中の強い痛み
を堪えたそうです。その後麻酔の進歩、術前後の疼痛管理、無菌操作、
抗生剤の発見に伴う感染制御などの進歩により、より進んだ、安全な
手術を施行できるようになって来ました。1886 年には胃切除が世界
最初に行なわれ、以後、現代につながる手術が次々と考案されました。
　当時の手術の考え方としては、適切で確実な手術のためには大きく
開腹、開胸し広い視野で確認し、病巣を充分に切除せよということが
常識でした。つい 40年前、一般的に盲腸と呼ばれている急性虫垂炎
でも、大きな創

きず

で手術をされました。ただその頃でも、盲腸を小さな
創で手術をしたと誇らしげに話す先輩外科医もいました。小さな創な
らば、患者さんの体への負担が少なく、回復が早く、整容的にも優れ
ていたからです。

秋の火災予防運動
目的
火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予
防意識の一層の普及を図ることで、火災の発生を防
止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ
るとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、
毎年この時期に実施しているものです。

期間
「11月9日（木）～11月15日（水）」
全国統一防火標語
「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

重点目標
⑴ 住宅防火対策の推進
⑵ 乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
⑶ 放火火災防止対策の推進
⑷ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
⑸ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進
⑹ 多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底

≪119番通報は落ち着いて≫
　早期の消火・救急・救助活動を行うために、正しい通報の仕方
を覚えましょう。通報時に次のような質問をしますので、落ち着
いて対応してください。
　
　「火事ですか？救急ですか？」
　「消防車（救急車）が向かう場所を教えてください。」
　火事の場合
　・何が燃えていますか
　・逃げ遅れた人はいますか
　救急の場合
　・誰がどうしましたか
　・ケガ（病気）の人の性別・年齢は
　事故の場合
　・どのような事故ですか
　・ケガをしている人や、閉じ込められている人はいますか
　
　また、消防本部では、聴覚・発語に障がいがある方の緊急通報
を携帯電話アプリの「NET119（事前登録が必要）」や「119番専
用FAX」で受け付けています。　
　
　非常事態が発生した際は、現場にいるあなたの協力が必要です。
慌てずに正確な119番通報をお願いします。

全国地域安全運動
～みんなでつくろう安心のまち～

　警察では、地域安全活動のより効果的な促進
を図り、犯罪のない安心して暮らせる地域社会を
実現するため、�防犯協会を始め、�関係機関・団体
と協力して全国一斉に「全国地域安全運動」を実

施します。
　昭和52年に「全国防犯運動」として始まったこの運動は、�平
成7年に、�現在の「全国地域安全運動」に名称変更されたもので、
県民の皆さんに�「地域安全活動」に対する意識を高めていただき、
皆さんとともに安全で安心して暮らせる地域社会を築こうという
ものです。

全国地域安全運動の期間
10月11日�（水）�から�10月20日�（金）までの10日
（10月11日は「安全安心なまちづくりの日」）

運動重点
◦子供と女性の犯罪被害防止
◦特殊詐欺の被害防止

地域安全運動とは
　地域の皆さんと防犯協会、警察等が一層
協力を深め、それぞれの地域において、�地
域ぐるみで犯罪等の防止に取り組み、�誰も
が安全で安心して暮らせる地域社会を実現するための活動です。

主役は皆さんです!
　活動の主役は、地域の皆さんです。
　各地区の防犯協会を中心に、住民・事業所・自治体・学校・警
察等が協力して、地域環境や地域で多く発生している犯罪など、�そ
れぞれの実情に合わせた様々な防犯活動が展開されます。
　是非この機会に安全安心なまちづくりに参加してください。

「ながら見守り」 を始めませんか?
　「ながら見守り」とは日常生活を送る中
で、�防犯の視点を持って子どもたちを見守
る活動です。
　いつも行っているウォｰキングや買物な
どを登下校の時間帯に合わせることで子ど
もたちを見守る目が増えます。
　日常生活を送りながら子どもたちの見守
りを始めませんか。

交番からのお知らせ

消防だより

糖
尿
病
と
目立

神
眼
科　

立　
神　
英　
宣

外科手術治療の移り変わり
（特に最近の腹腔鏡癌手術について）

三木山陽病院
外科部長　　鷲田　昌信

　一方、小さな切開創で腹腔内を検査するための腹腔鏡が開発され、
それを腹腔内の手術治療に応用し、1970年に世界で初めて腹腔鏡下
虫垂切除が施行されました。その後、さらに複雑な手術が可能となり、
1987年腹腔鏡下胆囊摘出術が行われ、これ以降、腹腔鏡手術が急速に
世界中に普及することになります。1991年には腹腔鏡下胃切除術や大
腸切除術が行なわれ、日本でも王貞治さんに腹腔鏡下手術が行われた
ことで、腹腔鏡による癌手術が一般的に認知されるようになりました。
　以上ここ 30年のごく短い間に外科手術はかなり変化してきており
ます。出来る限り創を小さくし、過不足のない切除が当たり前となっ
て来ました。少し前まで大腸癌や胃癌は早期発見されても、開腹によ
る広い範囲での切除がされていましたが、早期であれば、まずは内視
鏡での切除治療とし、開腹手術が必要と判断された場合は、腹腔鏡手
術が考慮されます。また腫瘍の種類によっては内視鏡と腹腔鏡合同手
術でごく小さな範囲での病巣切除術も行われます。今後の展開として、
普及はまだまだですが、腹腔鏡手術の進化形にロボット手術がありま
す。より精細な手術と遠隔手術が可能となります。
　医療は日々進歩して来ておりますが、病気がひどく進行してしまえ
ば、せっかくの内視鏡治療や腹腔鏡手術は困難となります。体調に違
和感があれば、すぐに医療機関を受診され、検査をお受けになること
をお勧めします。早期発見が大事です。医療機関をうまく利用してよ
り充実した人生をお過ごしください。



医療法人社団　朋優会

●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後 1：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。
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大
阪
へ
の
遠
足

楽
し
か
っ
た
よ
！

　

本
町
２
丁
目
子
ど
も
会

　

こ
の
夏
、

待
ち
に
待
っ

た
遠
足
に

行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の

遠
足
は
、
こ

こ
数
年
、
コ

ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

朝
早
く
、
み
ん
な
で
集
ま
り
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
行
先
は

大
阪
で
す
。
バ
ス
の
中
で
は
、
子

ど
も
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
と
興
奮
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

ま
ず
は
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
の
映
画
鑑
賞
で
笑
い
声
が
絶

え
な
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　

映
画
が
終
わ
る
と
、
ス
タ
ミ
ナ
太

郎
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、
美

味
し
い
お
昼
ご
飯
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ス
ポ
ッ
チ
ャ
と
い
う

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
に
移
動

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

　

園
外
保
育
に
出
か
け
る
と
、

地
域
の
方
に
「
ど
こ
ま
で
出
か

け
る
の
？
」「
頑
張
っ
て
歩
い

て
い
る
ね
。」
と
声
を
か
け
て

頂
き
ま
す
。
い
つ
も
子
ど
も
た

ち
を
地
域
の
子
と
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
4
年
ぶ
り
に
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
、
舞
台
で
の
演

技
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
初

め
て
の
体
験
で
し
た
。
お
弁
当

き
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
カ
ラ

オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
大
は
し
ゃ
ぎ
で
笑

顔
と
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。�

　

み
ん
な
で
戎
橋
の
上
で
グ
リ
コ

を
バ
ッ
ク
に
集
合
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
満

足
そ
う
な
表
情
の
写
真
は
、
私
た

ち
の
遠
足
の
思
い
出
を
い
つ
ま
で

も
残
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

大
阪
の
ど
真
ん
中
で
の
バ
ス
の

乗
り
降
り
に
も
関
わ
ら
ず
、
し
っ

か
り
と
行
動
し
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
、
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

保
護
者
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
お
誘
い

本
町
ク
ラ
ブ

　

自
分
の
活
動
の
輪
を
地
域
・
社

会
に
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。
自

由
が
丘
全
体
の
広
い
範
囲
で
活
動

し
、
多
く
の
人
々
と
交
流
し
て
み

れ
ば
、
視
野
も
知
識
も
大
き
く
広

が
り
ま
す
。

　

私
は
自
由
が
丘
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
の
９
ク
ラ
ブ
の
一
つ
の
本
町
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
、
自
治
会
の
支
援

を
受
け
活
動
し
て
い
る
一
人
で
す
。

　

私
は
会
社
を
退
職
後
、
仕
事
仲

間
と
の
交
流
は
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
と
の
接
触
は
家
内
ま
か
せ
で

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

機
会
に
と
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
、

そ
の
後
本
町
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
自

由
が
丘
・
三
木
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
の
役
員
等
を
務
め
、
多
く
の

方
々
と
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
町
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
２
か

月
ご
と
の
誕
生
日
食
事
会
・
秋
の

旅
行
・
春
秋
の
花
植
え
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
・
ス
テ
ッ

プ
体
操
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。
ま

た
自
治
会
の
旅
行
・
清
掃
・
会
館

の
運
営
や
美
化
に
協
力
し
、
会
員

43
名
が
楽

し
く
活
動

し
て
い
ま

す
。
入
会

申
し
込
み

は
各
地
区

の
ク
ラ
ブ

会
員
又
は

公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
入
会
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

地
蔵
盆

　

北
地
区
（
8
月
24
日
（
木
））

と
本
町
3
丁
目
（
8
月
19
日

（
土
））
で
4
年
ぶ
り
に
地
蔵
盆
の

法
要
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
考
え
て

夜
店
を
中
止
し
た
り
、
規
模
を
縮

小
し
た
地
区
が
あ
り
ま
し
た
が
、

僧
侶
に
よ

る
読
経
や

お
詠
歌
奉

納
が
あ
り
、

子
ど
も
た

ち
も
真
剣

な
表
情
で

お
参
り
し

て
い
ま
し

た
。

　

帰
り
に

は
お
供
え

の
お
菓
子

が
配
ら
れ

ま
し
た
。

日
時
：
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

　
　
　

11
月
17
日（
金
）ス
タ
ー
ト

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
：
自
由
が
丘
公
民
館
体
育
館

対
象
：
成
人
男
女

受
講
料
：
10
回
５
，
０
０
０
円

※�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ス
マ
イ
ル
・

コ
ス
モ
に
未
入
会
の
方
は
年
会

費
１
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

見
学
・
体
験
は
無
料
で
す
。

途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
：

　

山
本
孝
代
（
８
７

－

１
１
４
７
）

　
（
０
９
０

－

６
９
６
２

－

０
０
８
５
）

http://w
w
w
.hat-robics.com

を
食
べ
て
、
い
ざ
本
番
！
外
で

出
番
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
背
中
か
ら
緊
張
で
ド
キ
ド

キ
し
て
い
る
の
が
傍
に
い
る
私

た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
幕
が
開
く
と
…
緊
張
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は

「
や
る
ぞ
！
」
と
言
う
気
合
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
会

場
が
ほ
っ
こ
り
と
し
た
笑
顔
で

包
ま
れ
、
歌
と
ダ
ン
ス
の
後
に

は
た
く
さ
ん
の
大
き
な
拍
手

を
頂
き
、
演
技
を
終
え
た
子

ど
も
た
ち
の
顔
は
達
成
感
と

満
足
感
で
大
き
な
自
信
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
地
域
の
方
と
の

つ
な
が
り
が
ま
た
始
ま
っ
た

こ
と
で
得
ら
れ
る
心
の
成
長

は
果
て
し
な
く
大
き
な
も
の

だ
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
と
共

に
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

外で待つ子どもたち よさこいソーラン

公民館文化祭のご案内公民館文化祭のご案内
「住民の笑顔が輝く文化祭」

公民館を拠点とした文化活動の実践発表を
行い、より一層の文化の向上と心ふれあう
地域づくりの推進を図ります。
会期　令和5年11月
　　　25日（土）10：00～17：00
　　　26日（日）10：00～15：00
会場　自由が丘公民館
行事内容
　展示部門：作品展示
　　・�登録団体、一般団体、スポｰツクラブ
　　　老人会、福祉関係
　　・幼稚園、小・中学校
　催し部門
　　・�バザｰ（飲食、飲食以外）、お手軽体

力測定・囲碁大会
　ステｰジ発表部門（26日のみ）
　　・�登録団体、スポｰツクラブ、老人会

の芸能発表

学
・
園
通
信
（
自
由
が
丘
幼
稚
園
）

本町3丁目北地区

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
2121

自
由
が
丘
西
ス
マ
イ
ル

自
由
が
丘
西
ス
マ
イ
ル

ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス

　
10
回
コ
ー
ス
募
集

自
老
連
だ
よ
り
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〒673-0553　
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第530号	 自由が丘ニュース	 2023.10.20　⑷

公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

 

楽
し
か
っ
た
よ
！
運
動
会

の
び
の
び
じ
ゆ
う
っ
子

　

9
月
3
日
（
日
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
川
村

侑
香
里
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
の
び
の
び

じ
ゆ
う
っ
子
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
続
き
の
た
め
体
調
不
良
で
参
加
で

き
な
い
親
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
家
族

の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
30
人
程
の
集
い
に

な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子
ど
も
が
中
心
の

運
動
会
で
す
か
ら
、
競
技
と
い
う
よ
り
親

子
で
楽
し
む
触
れ
合
い
の
場
と
い
う
雰
囲

気
で
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
お
気
に

入
り
の
種
目
を
何

回
も
繰
り
返
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
最
後
に
お
母

さ
ん
か
ら
金
メ
ダ

ル
を
か
け
て
も
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

第
５
回 

女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

9
月
13
日
（
水
）、
健
康
運
動

指
導
士
の
佐
竹
由
美
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
椅
子
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
骨
盤
の
傾
斜
（
前

傾
・
後
傾
）、
仙
骨
の
位
置
、
背

骨
（
腰
椎
・
胸
椎
・
頸
椎
）
の
数

と
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
説
明
を
交
え
て
、

よ
い
立
ち
姿
勢
と
座
り
方
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

肩
凝
り
解
消
の
体
操
（
肩
の
関

節
ほ
ぐ
し
・
ス
ト
レ
ッ
チ
、
肩
甲

骨
ほ
ぐ
し
、
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
）、

お
腹
・
体
側
・
手
指
・
足
指
の
ス

ト
レ
ッ
チ
、
か
か
と
落
と
し
、
ア

キ
レ
ス
腱
伸
ば
し
、
股
関
節
の
運

動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
部
位
の
体
操

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分

か
り
易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
体
操
を
し
て
体
が
ほ
ぐ
れ

ま
し
た
。

　

椅
子
に
座
っ
て
出
来
る
ス

ト
レ
ッ
チ
な

の
で
、
隙
間

時
間
や
“
な

が
ら
”
で
、

日
常
生
活
に

取
り
入
れ
て

日
頃
か
ら
凝

り
を
ほ
ぐ
し

ま
し
ょ
う
。

具
だ
く
さ
ん
料
理
で
大
満
足

男
の
料
理
教
室

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
9
月

19
日
（
火
）
2
回
目
の
料
理
教
室

を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
1
品
目
は
「
夏
の
肉
じ
ゃ

が
」。
カ
レ
ー
粉
を
使
っ
て
ス
パ

い
、
役
員
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
っ
て
笑
顔
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

川
村
先
生
か
ら
「
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
そ
う
で
、
親
子
一
体
と

な
っ
た
運
動
会
で
良
か
っ
た
。」

と
コ
メ
ン
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。

準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員

さ
ん
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

身
体
も
脳
も
す
っ
き
り
爽
快

身
体
も
脳
も
す
っ
き
り
爽
快
！！

第
５
回 

自
由
が
丘
学
園

　

9
月
8
日
（
金
）
脳
活
性
化
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
粂
田
美
千
保

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
た
り
聞
い
た
り
五
感
を
刺
激

す
る
こ
と
で
、
出
来
な
い
事
を
し

よ
う
と
試
み
る
と
き
に
脳
が
活
性

化
す
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
右
手

と
左
手
を
違
っ
た
動
作
で
同
時
に

動
か
し
た
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し

て
足
し
算
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
6
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
時
に
自
分
の
名

前
を
言
っ
て
相
手
に
投
げ
、
慣
れ

れ
ば
相
手
の
名
前
を
言
っ
て
投
げ

る
。
こ
れ
は
名
前
も
覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
ボ
ー
ル
も
投
げ

な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
混
乱
し

て
し
ま
う
。
そ
う
や
っ
て
身
体
も

脳
も
使
っ
て
刺
激
を
す
る
こ
と
で

活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん

笑
顔
で
、

楽
し
そ
う

に
和
気
あ

い
あ
い
と

し
た
時
間

を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

イ
シ
ー
に
、

水
を
一
滴

も
入
れ
ず

に
炊
き
上

げ
た
の
で
、

じ
ゃ
が
芋

も
ホ
ク
ホ

ク
に
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
2
品
目
は
、

「
生
春
巻
き
」。
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー

に
素
麺
、
エ
ビ
、
焼
き
豚
、
き
ゅ

う
り
、
大
葉
を
巻
き
ス
イ
ー
ト
チ

リ
ソ
ー
ス
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
品
目
は
、「
栗
よ
う
か
ん
」。
寒

天
を
使
っ
て
い
る
の
で
滑
ら
か
で
、

口
あ
た
り
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

2
時
間
超
の
実
習
で
し
た
が
、

み
な
さ
ん
笑
顔
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
12
月
で
す
。
ま
た
美
味
し

い
報
告
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
募
集

フ
ォ
ト
自
由
が
丘

　

写
真
が
好
き
な
人
た
ち
が
作
品

を
持
ち
寄
り
、
撮
影
技
法
や
撮
影

地
な
ど
に
つ
い
て
色
々
と
情
報
交

換
し
合
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
主
な
活
動

1
・
例
会

　

①
奇
数
月
の
第
4
火
曜
日

　
　

午
後
2
時
～
4
時

　
　

場
所
：
自
由
が
丘
公
民
館

　

②
偶
数
月
の
第
4
月
曜
日

　
　

午
後
2
時
～
3
時
半

　
　

場
所
：
コ
ー
プ
志
染
店

　
　
　
　
　

2
階　

集
会
室

2
・
作
品
展

　
　

公
民
館
文
化
祭
に
参
加

　
　

公
民
館
ロ
ビ
ー
展
示

◦
会
費　

年
２
，０
０
０
円

日曜 内　　　容
9 日（木）自由が丘学園　「楽器演奏」
10日（金）のびのびじゆうっ子教室　「ふれあい遊び」
12日（日）ウォｰキングフェスティバル
17日（金）女性セミナｰ　「健康づくり栄養講座～身体の中から健康に～」
25日（土）第42回�自由が丘公民館文化祭（1日目）
26日（日）第42回�自由が丘公民館文化祭（2日目）
29日（水）トレｰニング講習会

※11月の休館日は、30日（木）です。
※公民館へのお問い合わせは、℡85－4700まで。

❖　11月の行事予定　ご案内　❖




